学習指導案

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　兵庫県立氷上西高等学校

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ad(教諭　胡居　美保,　　　　　　　　　　　)
１　対象　普通科第１学年　１４名（男子９名　女子５名）

２　日時　平成２０年２月１２日（火）５限

３　科目　英語Ⅰ

４　教材　Captain English Course Ⅰ（大修館） Lesson 10 War of the landmines

５　単元目標　1． 書かれた文章を音読できる。（表現の能力）

　　　　　　　２．話された英語や書かれた英語を積極的に理解しようとする。（関心・意欲・態度）

　　　　　　　３．話されたり、書かれた英語の内容を理解できる。（理解の能力）

　　　　　　　４．読んだ内容を契機に、興味関心を高め、視野を広げる。（知識・理解）

　　　　　　　５．読んだ内容を契機に、自分の考えを形成し、文章および口頭で表現できる。（表現の能力）

５　指導計画　１．テキスト　（ｐ．７６）、（ｐ．７７）

　　　　　　　２．’Not Mines But Flowers’の本を実際に読む。（本時）

　　　　　　　３．テキスト（ｐ．７８）

　　　　　　　４．テキスト（ｐ．７９）

　　　　　　　５．テキスト（ｐ．８０）（ｐ．８１）

６　生徒の実態と指導の経過

　１学年３３名を習熟度別に２講座に分けて授業を行っている。この講座の生徒達は英語に苦手意識を持っている者が多い。基本的な英単語の読み、意味が定着していない。授業では、生徒達の苦手意識を克服すること、英語への興味と自信を伸ばす指導を心がけている。　入学当初から音読活動に力を入れ、生徒達がテキストの英文に注意を向けるような質問を工夫している。また、生徒達の知的好奇心を高めるため、補助教材を取り入れている。

７　本時の目標　１．テキストで学習した内容を基に英語で表現する。（表現の能力）

　　　　　　　　２．’Not Mines But Flowers’の内容を積極的に理解しようとする。（関心・意欲・態度）

　　　　　　　　３．地雷についての知識を広げ、地雷撤去、被害者支援について考えさせる。（知識・理解）

８　本時指導計画

	時間
	指導過程
	学習活動
	指導上の留意点
	評価の観点（方法）

	１０分
	①トピックの導入

今日の目標の提示
	今日の題材と目標を理解する。
	本日の題材についての関心を高める。

世界地図を見せる。


	【関心・意欲・態度】

地図や視覚教材に関心を持ち、積極的に質問に答えようとしている。（観察）

	１０分
	②リーディング・　コンプリヘンション
	新出単語の意味の確認

既出語句の意味の確認

ヒントをもとに英文の意味を考える。
	ワークシートを配布

新出単語、既出単語のヒントを与える。

生徒を指名し確認

大きな声ではっきり発音するよう促す
	

	２５分
	③ライティング
④音読
	地雷について考える。
自分の考えを英語で表現する。

英文を音読する。
	考え方についてヒントを与える。

英語表現についてヒントを与える。

大きな声ではっきりと発音するよう促す。
	【理解・表現の能力】
題材の内容を把握し、自分の考えを英語にできる。

（ワークシート）

	５分
	④本時のまとめ
　次回の予告
	ワークシートを提出
	地雷支援・地雷被害者への興味関心を引く。
	【知識・理解】
説明を理解しようとしている。（観察）


